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ホッブズ Hobbes,Thomas 1588～1679 
 

イギリス政治思想家。近代政治学の創始者の一人。 

ブリストル近郊のイギリス国教会牧師の子として生まれる。オックスフォ－ド大学卒業後は、イギリス

貴族であるキャヴェンディッシュ家の家庭教師やフランシス・ベ－コンの秘書をつとめた。この間、三度

にわたるヨーロッパ大陸旅行を通してガリレイやデカルトらと交わり、新しい学問を吸収した。 

1640年清教徒革命の予兆を感じた彼は、王党派とともにパリに亡命。亡命宮廷では、皇太子(後のチャ－

ルズ２世)の数学教師となり、フランスの学者と交わった。 

1651 年、主著『リヴァイアサン』を出版するが、この出版により無神論者の傾向を疑われていた彼は王

党派から異端視され、亡命宮廷への出入りを禁止された。その後、革命政府に帰順し帰国。以後 91 歳で他

界するまで、政争から離れて不断の学究生活を続けた。 
 
 

Great Books 22  リヴァイアサン(Leviathan) 
 

リヴァイアサンとは、旧訳聖書の「ヨブ記」に出てくる巨大な海獣の名であり、平和を象徴するとされ

ている。ホッブズは国家をこの海獣になぞらえた。 

ホッブズの『リヴァイアサン』(1651)は、『法学要綱』(1640)、『市民論』(1642)に続いて書かれ、彼の

政治思想が最もよく表された完成度の高い作品である。この著作で彼は、民主主義政治理論を進めながら、

社会契約論を展開した。 

ホッブズによると、人間はみな生まれながらにして自由・平等であり、すべてのものを自分のために利

用しうる権利(自然権)を持っている。しかしながら、もしも人間が自然のままに放置されるならば(自然状

態)、各人が自然権を自由に行使する結果、戦争が続き、人々は不安の中で生きることになってしまう(万

人の万人に対する戦い)。それゆえ、人間の理性は平和の確立を求め、自然法を立て、各人が自分の持

つ権利を全て放棄し、互いに契約を結んで国家を作るようになる。この契約に基づくと、絶対権力をもつ

専制君主の出現をみることになるが、人々は生命を保証され安全な生活が送れるようになる。これがホッ

ブズの社会契約論である。彼の思想はオランダのスピノザやフランスのルソ－ら大陸の思想家に受け継が

れ、近代民主主義思想の水脈となって全ヨ－ロッパに浸透していくが、皮肉なことに、イギリスでは 1830

年代に再評価されるまで、忘れ去られていた。 

 
 

Key Ｗord  万人の万人に対する戦い 
自然は人間を身心の諸能力において平等につくった。(中略) 
また精神的能力にかんしては、肉体的な強さのばあい異常の平等を見い出す。(中略) 
この能力の平等から，目的達成にさいしての希望の平等が生じる。それゆえ、もしもふたりの者が同一の物を

欲求し、それが同時に享受できないものであれば、彼らは敵となり，その目的にいたる途上において，たがいに

相手をほろぼすか、屈服させようと努める。(中略) 
このような相互不信から自己を守るには、機先を制するほど適切な方法はない。(中略) 
(略)そして人間の自然状態は、各人の各人にたいする戦争状態であり、このばあい人が統治されるのはみずか

らの理性によるのであって、自己の生命をその敵から守り維持するためには、それに役だつもので用いてならな

いものはない。そこでつぎのようにいうことができる。すなわち、このような状態においては、人はだれでもあ

らゆるものにたいして、おたがいに相手の身体にたいしてまで権利を持つ。したがって各人の万物にたいするこ

の自然の権利が存続するかぎり、自然がふつう人間に与えている生きる期間を生き抜くための安全は、いかなる

人間にも、まったく保証されてはいない。(中略) 
(略)「平和のために、また自己防衛のために必要であると考えられる限りにおいて、人は、他の人々も同意す

るならば、万物にたいするこの権利を喜んで放棄すべきである。そして自分が他の人々にたいして持つ自由は、

他の人々が自分にたいして持つことを自分が進んで認めることのできる範囲で満足すべきである」。なぜならば、

各人がその好むところを行う権利を保有しているかぎり、万人は戦争の状態にある。 

＜永井道雄，宗片邦義(ほか編)『世界の名著 23 ホッブズ』 中央公論社＞ 
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